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2014 年 7 月号 

7 月 1 日発行 
 

 

主題：「響き合い、ともに歩む」

To walk together, echoing each other  

大阪・舞洲ゆり園のゆり 

－ 心豊かにワイズ活動を展開し、ワイズスピリットをつないでいく － 

－ Promote the Y’s movement thoughtfully and hand down the Y’s spirit － 

 

 西日本区のワイズとメネットの皆様、今日は。みなさま、こころを新たにして今期の活動のスタ

ート台にお立ちになっておられることと存じます。私も同様であります。 

私たち西日本区のワイズメンズ運動は、今期から、５つの事業部門を持って活動を進めようとし

ていますが、新年度をスタートするにあたり、それぞれの事業部門のこれまでの活動結果を振返る

とともに、現在の時代状況をみて、ときには、その進め方や活動内容の転換を図ることも必要であ

ります。奉仕活動においては、奉仕対象の現状を絶えず見つめ、奉仕活動の内容を、その現状に合

致するよう変えてゆくことも必要であります。 

そのような意味において、ＹＭＣＡがいま、世界共通の標題「チェンジ・エージェント」のもと、

若者が大きく育つ機会を与える団体であることを前面に出してゆこうとしていることを理解し、こ

れを私たちの支援活動に反映させることを検討しましょう。ＹＭＣＡは、これからの社会において、

若い人々は、自分の人生・生活を自身に委ねられ自らの未来を自分たちで決めてゆく、と言う夢と

ビジョンのもと、「チェンジ・エージェント」を世界共通の標語として、ＹＭＣＡとは何をしてい

る団体かと問われたとき、「ＹＭＣＡはユース・エンパワメント（Empowering Young People）を

目指す団体である」と答える、すなわち「ＹＭＣＡは、ユースを意思決定のプロセスに取り込み、

未来のＹＭＣＡや地域、国際社会を、その担い手であるユースの手に委ねるようにすることを目指

す団体である」と答えることを世界共通のあり方とするようにしています。 

ＹＭＣＡを支援する、私たちのワイズメンズ運動においても、この理念を受け入れ、しかも、そ

れにとどまらず、ワイズメンズ組織のあり方自体においても、この理念（ユース・エンパワメント）

を取り入れるよう図ってゆくことが大事であると考えます。 

今年度の西日本区大会は、2015 年 6月 13-14 日、大阪南ベイエリアのホテル・ハイアットリージ

ェンシー大阪で開催します。そして、国際大会は、この 2014 年 8月 7-10 日、インドのチェンナイ

で開かれます。 

 今年度は 2015 年 7月 31 日から京都で開催されるアジア地域大会の準備の年であり、西日本区の

私たちは、この大会を成功に導くため、京都部のみなさまのお働きに力を添えてゆきましょう。 

西日本区理事 松本 武彦 
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Ｍは Membership。手を挙げワイズソングを歌えば先輩、後輩関係なく、常に声を掛合い

親睦を図り、より良い関係を築きましょう。 

C は Conservation。素晴らしいクラブ作りに向けて、皆さんのワイズ力で未来予想図を

描きましょう。 

 ＥＭＣは健全なるクラブ作りの基盤です。皆様のワイズ力で素晴らしいクラブに育てましょう。 

緊張感ある例会・役員会ができていますか。手を挙げワイズソングを歌えば皆平等です。ベテランメン

バー、若いメンバーが積極的に意見を出し合い、出来る事、出来ない事についても一つ一つ議論する中

で長所、短所が見え、より良いクラブ作りのＳＴＥＰになるのではないでしょうか。 

ＥＭＣ事業主任 河原 正浩（京都トップス） 

 

 

あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているのですから、神のさまざまな 

恵みの善い管理者として、その賜物を生かして互いに仕えなさい。 

                      （ペテロ一４章 10 節） 

聖句黙想 

キリスト教会の活動困難な時代に書かれた励ましの手紙です。「賜物」はギリシア語で「カリス

マ」です。みんなにカリスマ（神の恵み）があると言うのです。神から預けられた賜物・才能です

から、比較したり自己満足のために使うのは運用の失敗です。互いに助け合うために役立てなさい

と言うのです。ワイズの新しい歩みが始まりました。既に与えられている恵みを生かしあう、幸い

な一年であれと祈ります。 

 西日本区チャプレン 江見 淑子 

 

西日本区事業主任及び理事キャビネット 
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◇ 2014‐2015 年度 西日本区事業目標 

ＹＭＣＡサービス・ユース献金 ＲＢＭ（ロールバックマラリア）献金 

（国際ＡＳＦを含む） １人あたり 2,000 円 １人あたり  800 円 

地域奉仕活動（ＣＳ）献金 ＹＥＳ（Y’s Extension Support）献金 

 １人あたり 1,500 円 １人あたり  ２００円 

ＴＯＦ（Time of Fast）献金 東日本大震災復興支援献金 

           １人あたり 1,400 円       合計 200 万円 

ＦＦ（Family Fast）献金  Ｅ（Extension）  

             １人あたり  800 円       新クラブ設立 ＋２クラブ 

ＢＦ（Brotherhood Fund）献金 ＭＣ（Membership & Conservation） 

１人あたり 1,500 円       会員数増強 前期末＋100 名 

      (現金＋使用済み切手換金分)   

ＥＦ（Endowment Fund）献金 情報発信 

記念ごと献金  区報年３回、理事通信年 12 回他 

               合計 3,000 US＄  

ＪＷＦ（Japan West Y’s Men’s Fund）献金 ＬＴ（Leadership Training） 

記念ごと献金       １口 5,000 円 合計 40 万円  次期役員研修会、次期会長主査研修会 各１回 

◇ 各部会開催予定 

部 開 催 日 曜日 開 催 地：会 場 ホストクラブ 

中 部 2014 年 8 月 31 日 日 三重県四日市市：都ホテル 四日市 

六 甲 部 2014 年 9 月 6 日 土 西宮市：関西学院会館 宝塚 

阪 和 部 2014 年 9 月 13 日 土 和歌山市：(和歌山ＹＭＣＡ ６階ホール)  和歌山 

京 都 部 2014 年 9 月 14 日 日 京都市：ＡＮＡクラウンプラザホテル京都 京都トゥービー 

中 西 部 2014 年 9 月 20 日 土 大阪市：大阪キャッスルホテル錦城閣 大阪 

び わ こ 部 2014 年 9 月 21 日 日 大津市：大津プリンスホテル 大津 

西 中 国 部 2014 年 9 月 27 日 土 岩国市：岩国ＹＭＣＡ 岩国 

九 州 部 2014 年 9 月 28 日 日 天草方面：天草キリシタンの歴史探訪 熊本にし 

瀬戸山陰部 2014 年 10 月 4 日 土 鳥取県智頭町：旧山郷小学校跡 鳥取 
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◇ 前期半年報の提出についてのお願い 

「前期半年報」の提出期限は、７月 10 日です。７月１日現在の会員数などを記入して、所属の

部長宛てお送りください。半年報書式は、区のホームページからダウンロードできます。 

◇ 第 1 回役員会開催 

７月 19 日(土)・20 日(日)に、ホテルクライトン新大阪で開催されます。役員会での決議事項な

どは、区報や西日本区ＨＰなどでご覧いただけます。 

◇ 周年記念例会情報 (2014 年 6月 30日現在) 

京都ウエスト   35 周年 （未定）  

京都トップス   20 周年 2015 年 4月 5日(日） ウエスティン都 

京都エイプル   25 周年 2015 年 5月 16 日（土） 京都ホテルオークラ 

和歌山紀の川   30 周年 2014 年 7月 6日(日) グランヴィア和歌山 

和歌山   65 周年 2014 年 12 月６日（土） グランヴィア和歌山 

神戸       85 周年 （未定） 

神戸メネット   50 周年 （未定） 

岡山       50 周年 2015 年 5月 23 日  岡山国際交流センター 

東広島      20 周年  （未定） 

八代       25 周年 2014 年 11 月 8 日 or 29 日 

 

 

 

理事通信への掲載 

「クラブの周年行事」や、「クラブ事業」などを西日本区の皆さまにお知らせしたい時は理事通

信をご利用下さい。毎月 25日までにメール文章で、理事事務局長宛お送り下さい。 

理事事務局長 石津雅人（大阪センテニアルクラブ） 

Ｅ-mail：osaka@m-ishizu.com 

 


